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【背景】有機 EL においては，均質な膜質や pin-hole の抑制から Alq3などの非対称・極性分子を用

いたアモルファス膜が用いられることが多い．このような極性分子の真空蒸着膜では緩やかに膜厚方

向に配向し，膜の両端に配向分極電荷が発生する．その結果，有機膜には数 Vオーダーの表面電位(Giant 

Surface Potential)が発生することが知られている[1]．これまで，表面電位は光照射による分子配向のラ

ンダム化によって一方的に消滅すると考えられてきた．しかし，Y. Noguchiらは変位電流測定などから

表面電位の消滅が光キャリアや注入キャリアの膜表面(素子中の界面)への蓄積であることを指摘した
[1]．つまり，配向分極による自発的な電界に誘起されたキャリアドーピングとみなすことができる．本

研究では負イオン光電子分光を有機薄膜に用いることで表面電荷によって蓄積した負イオンの電子構

造を評価することを目的とした． 

【結果】負イオンの蓄積は表面分子 1/1000個程度と極めて低濃度である．そこで本研究では低迷光

光源や光電子増倍管による超高感度光電子分光／光電子収量分光を用いた．図 1 に示す正の表面電位

材料では低エネルギー励起光(3 eV 程度)による負イオン光電子分光が見られたが，負の表面電位材料

や，非極性分子では負イオン光電子放出は見られなかった．この結果は正の表面電位による負イオン

の蓄積を示すものであり，キャリアドーピングを支持している． 

さらに，負イオン光電子放出の閾値は逆光電子分光によって見積もられた電子親和力[2]より大きな値

を示した．これは，負イオン光電子放出では負イオンが始状態として扱われており，電子分極以外の遅

い分極効果(ポーラロン効果)による緩和が始状態効果として取り込まれていることに加え，正の配向分

極電荷と負イオンとの間のクーロン相互作用によっても負イオンが安定化していることが考えられる． 

負イオン光電子分光は，有機薄膜の空準位を測定する新奇手法であり，負イオンの緩和効果など従来

の光電子分光では議論できなかった様々なキャリアの物性を明らかにすることが期待できる． 
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Fig. 1 (a) Ion accumulation at the both end of polar film 
and negative ion photoemission. (b) Summary of 
negative ion state of polar molecules. 
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